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３．‌授 業 ス ケ ジ ュ ー ル・ 授 業 計 画 の 変 更 に つ　　　
いて　　
　おやこクラブへの学生の参加は必修授業として
位置付けている。１セメスターの前期15回の授業
のうち、昨年までは初めの２回は事前オリエンテ
―ション、１回は事後の全体的な振り返りにあて、
残りの12回（２グループが隔週で担当するので各
グループの参加は６回ずつ）をおやこクラブに実
際に参加してきた。後期も同様の授業スケジュー
ルであった。
　内容的には、１回目のオリエンテ―ションでは
おやこクラブでの体験学習についての意義や目的、
方法についての講義が中心であり、２回目はプロ
グラムの活動内容についての説明やおやこクラブ
に参加する際の諸注意、自分達が参加する際の担
当の仕事の割り振りなどを話し合う。そして２回
目の授業の後半には、その週から平行して既にス
タ－トしているおやこクラブの見学を行うという
のがこれまでの進め方であった。
　2017年度は、これから自分達が実際にどのよう
な活動に参加するのかについてしっかりとイメー
ジできるように、参加前に複数回おやこクラブを
見学する設定に変更した。
　前期は実際の参加までに計４回の事前学習と見
学の回数を増やした。そうすることで、これまで
よりも詳細におやこクラブへの参加のイメージを
もつことができたり、保育についての多少の基礎
知識を学び、少しでも見通しをもって不安少なく
参加できるようにと配慮した。従って前期のおや
こクラブ参加回数が各グループ５回ずつと例年よ
（ 68 ）
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に必死だったが、回が進むにつれて子どもだけ
でなくその子どもの親と話したり、他の子ども
が１人でいる時に話しかけてみたりと１回目よ
り周りを見て自分がどうするべきかを判断する
ことができた。
・ １回目は親子との関わり方がわからずおどおど
して、先生の指示のままに動くしかできず、時
間の経つのが遅く感じた。しかし、２回、３回
と繰り返し参加するうちに、とても楽しく感じ
て自分自身余裕ができた。
４．教材研究（絵本の選択）について
　絵本の読み聞かせを担当することになった学生
はまず絵本を選ぶ必要がある。昨年までもおやこ
クラブの際に歌う歌や手遊びの載った冊子を副教
材として教員が作製し、保育資料集として学生全
員に配布してきた。その中に、乳幼児に適した絵
本も参考として掲載していた。学生はそれらを参
考に、また他の専門書を参考にしたり教員や保育
スタッフに相談して自分が読む絵本を選んで読み
聞かせを行ってきたのである。しかし2017度は年
齢別にクラスを分けたこともあり、０歳から３歳
児の年齢の幅の中でもさらに細かくおやこクラブ
の各クラスの年齢の子ども達に適した絵本を資料
集の中にそれぞれにリストアップした。
　乳幼児と一言に行っても少しの年齢差で発達も
興味も異なり受け入れられる絵本も異なってくる
のは当然である。学生が絵本を選ぶ方法として、
基本的にそのリストの中から選ぶ指導を2017年度
は強化した。前年度までは学生の主体的な姿勢を
期待しリストは推奨するにとどめていたかたちだ
が、今回やや強制的にリストから選ぶ指導を行っ
たのは、絵本そのものの理解が乏しく、その選択
を安易に考えて、教員に相談もせず、自分で選ぶ
学生が少なくなかったからである。
　また子どもに適した絵本を読むことで、興味を
もって子どもたちが見る確率も増えて、一人ひと
りの学生が初めての「読み聞かせ」に失敗するこ
とも少なく、達成感を得ることが期待できると考
えられる。１年生の時から、集中して絵本に食い
入る子ども達の表情に出会うことを体験して、子
どもにとっての絵本自体や読み聞かせの重要性を
感じ、今後は発達について十分に学び、教材研究
を深めていく中で学生自身が子ども達に合った絵
本を選択できるようになっていってほしいと期待
する。
的に活動に参加することをねらってのことである。
十分に見学することで担当内容をしっかりと把握
した上で自分達が次回から担当する問題意識をも
ち、また保育スタッフの言動や親子の様子を問題
意識をもって焦点化して観察する姿がみられた。
　②については、前期に絵本の読み聞かせを実践
する学生は各グループ４人ずつだけであるが、後
期以降に自らも経験することになる保育活動に興
味・関心をもち、基本的な技術についての知識を
得る時間をもてたことは有意義であったと考える。
事前学習の時間を十分に確保することができ、加
えて保育専門の教員が担当教員に増えたことで、
実際の参加までに絵本の基本的な持ち方や読み
方・選び方について、さらに手遊びについてのレ
クチャーを全員の学生に一斉にすることができた。
もちろんこれまでもおやこクラブにおける保育ス
タッフの実践を実際に見て学びとり、学生自身が
担当になった際に活かすことはしてきたが、現場
で見聞し学びとる力が弱い現在の学生傾向を鑑み、
全員で保育の基本技能について事前に学べたこと
で実際のおやこクラブでの失敗経験を感じる学生
を少なくし、成功体験や達成感を感じられるよう
に配慮した。学生が取り組む活動に対して、子ど
も達が喜んで参加しその姿を見ることで「がんばっ
てよかった」「楽しんでいる子どもの姿を見るのが
嬉しい」と思えることが、この先の学びの意欲に
繋がっていくと期待できる。
　現時点での担当教員の捉え方では、事前の見学
を十分したとしても参加初回はさすがに緊張の度
合いも高く、自分の行動について躊躇したり模索
している学生がほとんどであったが、例年よりも
早い段階で回の進行にも慣れて笑顔が多く見られ、
自分の担当する事にも大きな不安なく参加してい
るように見受けられた。その分、参加回数は１回
減ったものの、じっくりと準備ししっかりと見学
することで、見通しをもって活動に参加できてい
たように感じられる。後期は前期の経験があるの
で例年と同様に参加回数が各グループ６回になる。
前期と異なる親子と新しい出会いとなるが、前期
の経験を活かし早い時期から新しい信頼関係を築
く努力をしてくれるものと期待できる。
＜学生の記録より抜粋＞
・ 自分の緊張や不安が伝えわってしまうと子ども
は楽しめないと感じた。
・ １回目は１人の子どもばかりをみて対応するの
（ 69 ）
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子・リズムの捉え方、様々な記号の意味の理解が
難しいことが明らかになっている。特に、「ヘ音記
号」による読譜を苦手とする学生が多い。こういっ
た音楽的基礎力を養うための授業は、１年生の前
期からこのおやこクラブの授業と並行して行われ、
前期終了までにはある程度の読譜力が身につくよ
うに履修計画がなされている。
　また、自分だけが練習で弾くのとは異なり、人
前で弾くことのプレッシャーは非常に大きく、初
心者の不安な心もちはいかほどかと推測される。
そうでなくても、大人になってからの初めてのピ
アノレッスンは、幼い頃のそれより指の動きも悪
く、なかなか思うように進まないのが現状である。
人前でうまく弾くことができず失敗体験をしてし
まっては、演奏すること自体に恐怖心をもつこと
にもなりかねず、この先のレッスンの意欲も削が
れてしまう懸念がある。
　子どもと大人との学習に対するアプローチの方
法には差があるという６）。児童期までは他人や社会
をそれほど意識しない自己中心的な自我意識が主
であるが、青年期においては、他我を大きく意識
した自我へと変化していくという。自己の身体や
能力、失敗への不安等、自己自身に関する内部的
な原因によるものが多く、劣等感や孤独感に陥る
要因にもなる。「特に女子に多く見られるものとし
ては、中学生・高校生・大学生と発達していくに
つれて、自分自身に対する見方が厳しくなり、自
己受容が低下し自己批判が高くなる」７）という現
象が見られる。指導する側としては、学習にとっ
ての不要な不安を取り除き、正しい自己評価に導
くことが求められる。
　このような青年期の精神的発達から考慮しても、
また、初心者が多い本学の現状の中、前期から人
前で演奏することをあえて課する必要性は少ない
と考え後期のみに担当を課す変更に至っている。
そのねらいとしては、前期の間に少しでもピアノ
レッスンを重ね、試験等において人前で弾く経験
も積み、不安を少しでも減らして後期に臨ませる
ことにある。後期初めには予め曲名を知らせ、十
分に練習を積む期間を与えておいて、その回毎に
応じた季節の歌や誕生日の歌の伴奏を全員が担当
する。ピアノ演奏の担当を後期に延ばした実際的
な効果や経過については、今後の継続した研究と
していきたい。なお、前期でも、学生主体の活動
等の際に、学生同士の話し合いによってピアノを
弾く担当者を決め、親子の前でピアノを弾く経験
５．保育実践（ピアノ演奏）について
　昨年までは子どものおやつの時間および保護者
のお茶の時間を設定していたので、その際にピア
ノの練習としてその時間にＢＧＭを学生が担当し
て行ってきた。
　保育現場では、実際問題として子どもと一緒に
歌ったりリズム遊びをする際にピアノを弾くこと
が求められる。就職の実技試験でもピアノ演奏が
課されることが多い。もちろん実習においてもピ
アノ伴奏や弾き歌いの技術が必要とされ、３・４
年生の本実習に出るまでに人前で演奏することに
少しでも慣れ、子どもの前で演奏や弾き歌いをす
る経験を積んでおくことが非常に重要となる。子
育て支援の現場では、ピアノが重要視されること
は管見ながらあまりないと思われるが、本学の取
り組みのなかでは、学生の学びの一つとして大切
なことと考えてきた。
　2017年度からは、親子一緒の遊びの時間を十分
に確保する目的でおやつとお茶の時間をとりやめ
た経緯があり、前期については学生がピアノ演奏
をすることはなく後期だけ担当する設定に変更し
た。これは本学の学生にとっては有効な変更と考
えられる。
　入学時にピアノの経験の有無を聞いたアンケー
トでは、本学の学生の傾向として、ここ数年では
３割～４割の学生が全くの初心者で、あとの３割
程度の学生が幼い頃に少しだけ習ったことがある
程度で（バイエル程度）、保育者に必要な技術を身
につけるにあたり相当な練習が必要となる。昨年
までは、前期のうちから全員が担当としてピアノ
演奏にあたったのだが、初心者でレッスンを始め
てまだ間もなく片手でやっとのことで何とかメロ
デイ－らしき旋律を弾く学生も見受けられ、たと
えＢＧＭであっても親子の前で聞かせることを恥
ずかしく思う学生もおり、その反省から練習をし
ないといけないと気持ちを引き締める学生もいた
が、より苦手意識を高めた場合があったことは否
めない。
　中山（2008）によると、ピアノ演奏をはじめと
する音楽的能力の向上のためには、基礎としての
ソルフェージュ力の定着が不可欠であり、ピアノ
学習初心者は読譜力が低いゆえにそのことが演奏
の妨げになっていることが明らかになったとして
いる５）。現に本学の音楽関連の授業での調査でも、
ピアノ初心者はこれまで基礎的な楽典をしっか
りと学んでこなかった者が多く、音符の長さや拍
（ 70 ）
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ションを取ろうと努力してみた。
・ 保育者と保護者の会話を聞いていたら、スタッ
フが子どもの特徴などを話し、保育をする中で
その子どもに合ったアドバイスをして保護者も
それを納得して聞いているようであった。保護
者が不安に思っていることや悩みをすぐにス
タッフに話し解決することができるので、育児
ストレスを軽減することができると思った。
・ おやこクラブというのは、子どもたちが学生や
友達と仲良くなる場、そして学生がスタッフの
行動を見て保育について学ぶ場だと私は初めの
頃に思っていた。しかし実際に体験してみると、
保護者の方々も学んだりいろいろなことを知る
ことができる場所だと感じた。
・ ２週間に１回しかないこの時間を私自身楽しみ
にし、保育者としての技術をつけたいという意
欲と１年生からこのような場所があるという感
謝がある。
Ⅳ　今後の課題
　おやこクラブスタート11年目の節目で、学生の
学びに焦点を当て、子育て支援に繋がる学びをよ
り充実した達成感のあるものとするために、活動
内容や授業展開の再検討を行ってきた。それぞれ
の変更の意図や経緯・現段階で見られる教育的効
果はそれぞれⅢに示した通りである。しかし、こ
れらは2017年度前期からの変更が主で、教員の捉
え方としては少なからず効果があったと思われる
が、学生の成長の様子や学びの成果を長期的に見
届けるまでには至っていない。今後もこのような
新たな改善を常に探りつつ、継続して研究を続け
ていきたいと考える。
　また、今回は保育者・教育者を目指すものとし
ての１年生の学生の初年次教育としての保育技術
及び意欲と主体性をもたせるプロセスに焦点を当
てた。学生の記録からは、おやこクラブにおける
子育て支援の意義や役割について感じ始めている
者も見受けられるが、子育て支援の実践力をつけ
るというよりも保育技術の実践を通して保育者の
イメージ、子育て支援のイメージをつかむにすぎ
ない。２年次以降の子育て支援に直接的に関連す
る科目の履修などによって、自分自身の体験が子
育て支援としてどのようにつながっているか改め
て振り返ることになるので、長期的な視点で子育
て支援力の育成としての成果を考えなければなら
をする学生がいない訳ではない。
６．学生にとってのおやこクラブでの学び
　おやこクラブにおいて１年生として非常に多く
のことを学んでいることが学生の記録から読みと
れる。ここまでも本文の中に学生の記録の抜粋を
入れてきたが、以下親子との関わりや子育て支援
についての学生自身が学びとったと考えているこ
とや気付きについて2017年度履修学生の一部の感
想であるが代表的なものを示す。
①学生と子どもとの関わり
・ 遊びに参加したがらない子どもに対しては、隣
で楽しそうに遊んでいることで子どもも興味を
示すということに気付いた。
・ 子どもに１番伝えたいことを、どういう方法で
伝えるのかを考えることが大切だと感じた。
②学生と保護者との関わり
・ 後半になると保護者と関わることが増え、子ど
ものことについてもいろいろと教えてもらうこ
とができた。小さい子どもは自分の思いを相手
に伝えることがまだできないので、保護者との
コミュニケーションはその子どもの情報を知る
上でとても大切だと感じた。
・ 保護者は自分たちが関わる子どもの保護者とい
う立場でもあるが、自分自身が将来経験するか
もしれない出産・育児の先輩ともいえると気付
いた。
・ 保護者と会話が弾むようになり、泣いている時
や甘えてくる時、怒っている時などにどのよう
な対応を取っているかも教えてもらった。保護
者との会話の中で様々な情報を得ることができ
る。
・ 保護者の子どもに対する行動を見て、いろいろ
な方法で子どもに興味をもたせたり気持ちを落
ち着かせていることに気付いた。
③保護者理解と子育て支援の意義
・ 小麦粉粘土等新しい遊びに対して、はじめはや
りたがらない子どもが多かったが、保護者が興
味・関心をもって遊ぶことで子どもにも体験さ
せる機会を作れることがわかった。
・ 保護者はいろいろな不安を抱えていたりするが、
なかなか保育者に相談できなかったりする。そ
んな時に保育者の方からコミュニケーションを
とることで話しやすい環境になったり信頼も築
けると思う。実際におやこクラブのスタッフは
そうしていた。自分もできるだけコミュニケー
（ 71 ）
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三浦主博（2016）．保育者養成校がキャンパ
ス内で行っている子育て支援活動に関する調
査研究・共立女子大学家政学部紀要，第62号，
153-163
２） 畑玲子・知念直美．（1994）．「幼稚園・保育
園のわらべうた」．明治図書
３） 中村礼香・丸太愛子．（2017）．子育て支援講
座における音楽遊びの実践．南九州地域科学
研究所所報，第33号，65-72
４） 今泉明美・有村さやか．（2012）．子育て支援
の音楽表現遊びの実践についての一考察　～
地域子育て支援の現状と課題の分析～．小田
原女子短期大学研究紀要　第42号　8-20
５） 中山由里．（2008）．ピアノ教育の導入期にお
ける授業についての一考察－ピアノ学習初心
者への講座を通して－．九州女子大学紀要，
人文社会科学編，第44号（3）67-8
６） 山川範子・山本真市・倉智佐一共著．（1968）．
教育のための発達心理学．創元社
７） 仙崎武・吉田辰雄編著．（1967）．青年期心理学．
福村出版
ないだろう。
　また、学生の体験授業において、特に振り返り
学習が重要である。記録については、教員が配布
している活動内容のプリントを元に活動プログラ
ムに学生自身がどのように参加しまた親子に関
わったのか、さらにその日の活動のねらいや環境
構成についての考察も書くことになっている。入
学後すぐは、正しい日本語表記をすること自体が
難しく、話し言葉のままで表記したり敬語を正し
く用いることができなかったりすることが非常に
多い。
　学生を指導する担当教員は、記録の書き方以前
のこのような文章の書き方の指導に力が入りがち
になるが、限られた授業時間かつ１年生段階の指
導で重要なことは、記録指導を通して学生の観察
力を高め、自身の行動を振り返ることを促すこと
である。記録の指導の他、各クラス・ゼミ担当教
員にもよるが、おやこクラブを撮影したビデオ記
録を利用したり、グループディスカッションを通
した振り返りを行っているが、今後はアクティブ
ラーニングの手法を取り入れていくことも課題で
ある。
　また、実際は振り返りの授業は次回の準備活動
と同時併行で実施され、十分に行えているとはい
えない。体験授業の回数を減らしたくないあまり、
振り返りの授業時間が限られているわけであるが、
これについても今後の検討課題である。
　保育者にとっては目の前の子どもやその保護者
だけの支援に留まらず、地域に住む子育て中の親
子全般への支援が求められている今の社会におい
て、保育者養成校に求められる学生の子育て支援
力の実践での育成が非常に重要な責務であると考
えており、どのような教育的支援が有効かを今後
も探っていきたい。
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